
平
成
三
十
年
十
二
月
四
日
提
出

質

問

第

一

〇

二

号

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
応
し
た
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
／
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

松

原

仁
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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
応
し
た
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
／
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
に
策
定
し
た
「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、
二
千
二
十
年
訪
日
外

国
人
旅
行
者
数
四
千
万
人
、
旅
行
消
費
額
八
兆
円
等
の
大
き
な
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
平
成
三
十
年
六
月
に
公
表
さ

れ
た
「
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
二
千
十
八
」
に
お
い
て
、
平
成
二
十
九
年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
が
、
二
千
八
百

六
十
九
万
人
、
旅
行
消
費
額
は
四
�
四
兆
円
と
五
年
続
け
て
過
去
最
高
を
記
録
し
、
二
千
二
十
年
四
千
万
人
の
目
標
が
視
野
に

入
っ
て
き
た
と
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
を
更
に
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
近
年
の
訪
日
観
光
客
の
急
激
な
増
加
に
伴
い
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
／
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
の
観
光
客
も
非
常
に
増
え
て
い

る
（
「
ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
誌
に
よ
れ
ば
、
二
千
十
七
年
度
の
訪
日
観
光
客
約
二
千
八
百
七
十
万
人
の
う
ち
、
約
百
三
十

万
人
が
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
で
、
約
七
十
九
万
人
の
ム
ス
リ
ム
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
。
）
。

し
か
し
、
我
が
国
行
政
レ
ベ
ル
で
の
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
／
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
対
応
は
、
ハ
ラ
ル
に
比
べ
必
ず
し
も
十
分
で
あ
る
と
は

い
え
ず
、
訪
日
客
か
ら
「
ベ
ジ
対
応
の
店
や
メ
ニ
ュ
ー
が
圧
倒
的
に
少
な
い
」
、
「
ど
こ
に
行
け
ば
ベ
ジ
料
理
を
食
べ
ら
れ
る

の
か
分
か
ら
な
い
」
等
の
不
満
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
「
和
食
を
食
べ
た
い
の
だ
が
、
鰹
出

汁
を
使
っ
て
い
る
た
め
、
食
べ
ら
れ
ず
残
念
で
あ
る
」
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
聞
く
。

一



さ
ら
に
、
食
の
面
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
と
関
連
し
て
、
消
費
す
る
側
の
利
便
性
と
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
ベ
ジ
タ
リ

ア
ン
／
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
や
ハ
ラ
ル
等
に
つ
い
て
の
「
認
証
制
度
」
を
整
備
し
つ
つ
、
コ
ン
タ
ミ
や
ア
レ
ル
ギ
ー
事
故
、
認
識
の
混

乱
、
認
証
の
乱
立
な
ど
を
防
ぐ
必
要
も
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
二
千
六
年
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
「
畜
産
業
が
地
球
温
暖
化
の
主
原
因
」
と
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
、
先
月
韓
国
仁
川
で
の
国
連
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
会
合
で
出
さ
れ
た
報
告
書
で

も
、
地
球
温
暖
化
を
食
い
止
め
る
た
め
個
々
人
が
と
る
べ
き
行
動
と
し
て
、
「
肉
・
牛
乳
・
チ
ー
ズ
・
バ
タ
ー
の
購
入
を
控
え

る
」
と
の
項
目
を
ト
ッ
プ
に
挙
げ
て
い
る
。

内
閣
府
で
は
二
千
十
七
年
四
月
か
ら
、
東
京
都
庁
で
は
二
千
十
八
年
十
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
職
員
食
堂
で
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
／

ヴ
ィ
ー
ガ
ン
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
を
始
め
て
お
り
、
い
ず
れ
も
地
球
環
境
保
護
の
観
点
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の

環
境
省
は
昨
年
か
ら
公
式
行
事
で
の
食
事
を
す
べ
て
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
に
切
り
替
え
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
我
が
国
の
環
境
省
で

も
、
様
々
な
地
球
温
暖
化
対
策
を
提
唱
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
／
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
対
応
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
拡
大
に
関
連
し
て

二



�

政
府
が
二
千
二
十
年
の
訪
日
観
光
客
数
四
千
万
人
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
の
更
な
る
拡
大
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
は
、
「
食
の
面
で
の
多
様
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
」
と
い
う
点
か
ら
も
、
ま
た
「
無
形
文
化
遺
産
と
し

て
の
和
食
の
対
外
発
信
」
と
い
う
点
か
ら
も
、
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
の
点
に
つ
き
政
府
は
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
お
り
、
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
考
え
か
。

�

政
府
が
各
自
治
体
や
関
連
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
、
統
一
さ
れ
た
検
査
・
認
証
制
度
を
整
備
し
た
上
で
、
各
レ
ス
ト
ラ

ン
や
商
品
等
に
「
認
証
マ
ー
ク
」
を
付
け
る
よ
う
指
導
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
反
映
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
も
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
政
府
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

か
。

�

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
／
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
や
ハ
ラ
ル
対
応
に
つ
い
て
、
国
や
自
治
体
レ
ベ
ル
で
ど
の
よ
う
な
補
助
金
制
度
が
整
備

さ
れ
て
い
る
か
。
政
府
の
承
知
す
る
と
こ
ろ
を
答
え
ら
れ
た
い
。

二

ヴ
ィ
ー
ガ
ン
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て

�

環
境
省
の
職
員
食
堂
で
は
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
／
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
る
の
か
。

�

仮
に
、
環
境
省
の
職
員
食
堂
に
お
い
て
前
記
�
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
な
い
場
合
、
今
後
そ
の
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー

三



を
実
施
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

四


